
平
安
越
後
古
図
の
分
類
試
論

堀
　
　
　
健
　
彦

1
　
は
じ
め
に

　
絵
図
の
カ
テ
ゴ
リ
の
一
つ
で
あ
る
古
図
は
、
過
去
の
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
た
図
の
総
称
で
あ
り
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
絵
図
が
現
況
と
合
わ
な

く
な
っ
た
た
め
古
図
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、
過
去
の
景
観
を
推
定
・
復
原
す
る
べ
く
後
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
新
た
に
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作
製
さ
れ
た
図
に
古
図
と
い
う
名
称
が
与
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
前
者
の
古
図
は
、
過
去
の
景
観
に
関
す
る
多
く
の
情
報
を
含
ん
で
い
る
　
　
　
一

場
合
が
多
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
後
者
は
、
絵
図
に
盛
り
込
ま
れ
た
情
報
の
真
偽
と
価
値
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
慎
重
な
資
料
批
判
が
必
要

と
な
る
。

　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
越
後
古
図
は
後
者
に
属
す
る
。
筆
者
が
こ
れ
ま
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
崇
神
朝
の
大
彦
命
作
製
と
い
わ
れ
る
図
、

永
酢
元
年
（
九
八
九
）
の
北
越
震
動
と
関
連
す
る
と
さ
れ
る
図
、
康
平
三
年
（
一
〇
六
〇
）
の
年
紀
が
記
さ
れ
る
通
称
「
康
平
図
」
、
寛
治
三

年
（
一
〇
入
九
）
の
年
紀
が
記
さ
れ
る
通
称
「
寛
治
図
」
等
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
地
震
に
よ
り
地
形
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と

を
主
題
と
し
て
い
る
。
越
後
古
図
の
ご
と
く
、
広
大
な
平
野
が
か
つ
て
海
で
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
古
図
と
し
て
、
関
東
平
野
を
描
い
た
江

戸
古
図
、
濃
尾
平
野
を
描
い
た
尾
張
古
図
、
大
阪
平
野
を
描
い
た
浪
速
古
図
な
ど
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
越
後
古
図
の
主
題
は
、
「
真
実
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
他
の
客
観
的
証
拠
と
の
齪
酷
が
問
題
と
な
り
、
歴
史
地
理
学
者
や



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
献
史
研
究
者
ら
に
よ
り
偽
図
で
あ
る
と
断
ぜ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
た
め
自
治
体
史
編
さ
ん
に
際
し
て
行
わ
れ
る
資
料
調
査
で
も
、
価
値

の
な
い
物
と
さ
れ
た
越
後
古
図
が
記
録
に
残
る
こ
と
は
少
な
く
、
所
在
の
把
握
さ
え
も
困
難
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
今
な
お
好
事
家
や
自
然
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
者
の
中
に
は
古
図
を
根
拠
と
し
て
古
代
越
後
の
景
観
を
考
え
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
資
料
と
し
て
の
評
価
が
、
今
も
っ
て
定
ま
り
き
ら
な
い
点

を
残
し
て
い
る
。

　
筆
者
は
、
浪
速
古
図
や
江
戸
古
図
同
様
、
越
後
古
図
も
近
世
期
に
作
製
さ
れ
た
図
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
資
料
価
値
が
無
い
も
の
と
い
う
見

解
に
は
与
し
な
い
。
古
代
を
示
す
資
料
と
し
て
の
価
値
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
近
世
に
お
い
て
過
去
の
景
観
を
で
き
る
限
り
「
根

拠
」
に
基
づ
い
て
復
原
し
よ
う
と
し
た
結
果
と
し
て
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
新
た
な
資
料
価
値
を
見
い
だ
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
資
料
評
価
の
読
み
替
え
の
試
み
は
、
既
に
上
杉
和
央
が
浪
速
古
図
を
対
象
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
野
の
地
形
変
化
を

主
題
と
し
た
古
図
で
は
な
い
が
、
瀬
田
に
よ
る
伏
見
古
図
の
読
み
解
き
も
古
図
の
資
料
評
価
の
読
み
替
え
を
考
え
る
上
で
見
逃
す
こ
と
が
で
き
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
い
。
瀬
田
は
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
に
お
い
て
伏
見
古
図
が
桓
武
天
皇
陵
を
探
し
求
め
る
過
程
の
中
で
作
製
さ
れ
た
と
し
、
古
図
が
い
か
　
　
　
一

に
既
存
研
究
の
視
角
を
規
定
し
て
き
た
か
を
跡
づ
け
て
い
る
。
古
図
に
対
す
る
資
料
批
判
の
重
要
性
を
強
調
す
る
一
方
、
現
代
よ
り
も
過
去
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
い
段
階
で
見
聞
き
し
た
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
点
で
も
資
料
価
値
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
既
往
の
古
図
研
究
は
、
そ
れ
ぞ
れ
興
味
深
い
論
点
を
提
示
し
て
い
る
が
、
現
存
す
る
多
種
多
様
な
古
図
群
全
体
の
資
料
評
価
を
再
考
し
、
古
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図
と
い
う
も
の
を
「
作
り
出
す
」
に
至
っ
た
背
後
に
存
在
し
て
い
る
歴
史
地
理
的
な
想
像
力
に
迫
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
古
図
を
検
討
の

狙
上
に
載
せ
、
知
見
を
総
合
化
し
、
議
論
を
深
化
し
て
い
く
作
業
が
さ
ら
に
必
要
と
な
ろ
う
。

　
そ
の
点
で
越
後
古
図
は
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
古
図
の
作
製
と
受
容
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
提
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
問
題
に
つ
い

て
示
唆
を
与
え
う
る
好
個
の
資
料
群
で
あ
る
こ
と
を
筆
者
は
既
に
確
認
し
て
お
り
、
得
ら
れ
た
知
見
の
一
部
に
つ
い
て
は
報
告
を
行
っ
て
い

　

る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
と
こ
ろ
で
こ
れ
ま
で
の
越
後
古
図
に
関
す
る
議
論
は
信
懸
性
と
い
う
点
に
集
中
し
て
お
り
、
写
図
の
類
型
化
や
そ
の
相
互
の
関
係
を
推
定
す

る
よ
う
な
資
料
の
基
本
的
な
性
格
に
関
す
る
検
討
は
手
つ
か
ず
の
ま
ま
で
あ
る
。
服
部
昌
之
は
浪
速
古
図
が
偽
図
と
し
て
資
料
的
価
値
が
否
定

さ
れ
て
い
た
段
階
で
、
近
世
期
に
作
製
さ
れ
た
歴
史
地
理
図
と
い
う
評
価
を
与
え
、
新
た
な
資
料
価
値
を
持
ち
う
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
そ

の
上
で
、
「
伝
来
す
る
古
絵
図
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
、
個
別
の
写
本
に
つ
い
て
の
史
料
批
判
が
必
要
で
あ
り
、
成
立
の
目
的
、
作
者
、
成
立
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年
代
、
利
用
・
普
及
の
過
程
、
描
か
れ
て
い
る
景
観
地
物
の
図
像
と
文
字
注
記
の
分
析
な
ど
の
基
礎
的
検
討
が
必
要
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、

古
図
目
録
を
作
成
し
て
い
る
。
服
部
の
指
摘
を
承
け
た
上
杉
和
央
が
、
一
〇
〇
枚
以
上
の
浪
速
古
図
を
整
理
し
た
上
で
一
二
類
型
を
析
出
し
、

類
型
間
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
浪
速
古
図
の
作
製
と
受
容
の
状
況
を
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
古
図
を
通
し
て
近
世
期
に
お
け
る
過
去

へ
の
関
心
の
あ
り
方
を
考
え
る
作
業
に
至
る
た
め
に
は
、
古
図
の
収
集
と
整
理
を
行
っ
た
上
で
の
類
型
化
と
い
う
基
礎
作
業
が
第
一
に
必
要
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
そ
こ
で
筆
者
は
実
見
し
た
古
図
を
中
心
に
資
料
の
所
在
を
明
示
し
た
上
で
個
別
の
図
の
特
徴
を
示
す
べ
く
、
大
判
写
真
を
掲
載
し
た
資
料
集
　
　
　
一

　
　
　
　
　

を
刊
行
し
た
。
こ
の
よ
う
な
資
料
集
成
は
今
後
の
研
究
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
資
料
集
と
い
う
冊
子
の
性
格
上
、
古
図
の
類
型
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

系
譜
関
係
に
つ
い
て
の
分
析
に
は
踏
み
込
ん
で
い
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
本
稿
は
、
越
後
古
図
の
う
ち
、
確
認
点
数
が
多
く
、
広
く
知
ら
れ
て
い

る
康
平
三
年
と
寛
治
三
年
の
年
紀
を
持
つ
二
種
の
絵
図
に
つ
い
て
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
類
型
化
を
行
い
、
そ
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
試
案
を
提

示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。
以
下
、
康
平
三
年
の
年
紀
を
も
つ
図
を
慣
例
に
従
い
「
康
平
図
」
、
寛
治
三
年
の
年
紀
を
も
つ
図
を
「
寛
治

図
」
と
呼
称
し
、
二
種
の
平
安
時
代
中
期
の
年
紀
を
有
す
る
越
後
古
図
を
総
称
す
る
際
に
は
平
安
越
後
古
図
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。



H
　
類
型
と
そ
の
特
徴

　
康
平
図
と
寛
治
図
は
、
画
面
の
手
前
に
日
本
海
を
配
し
、
海
側
か
ら
山
側
を
傭
鰍
す
る
と
い
う
構
図
を
採
用
し
、
横
長
の
画
面
に
越
後
国
の

海
岸
線
が
収
ま
る
様
に
描
く
と
い
う
共
通
し
た
構
図
を
も
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
図
に
お
い
て
も
蒲
原
平
野
に
相
当
す
る
部
分
に
は
、
日
本
海

が
大
き
く
湾
入
す
る
形
で
描
か
れ
、
逆
に
寺
泊
か
ら
沖
合
に
向
か
っ
て
半
島
が
伸
び
て
い
る
。
半
島
が
寛
治
六
年
の
津
波
に
よ
っ
て
海
中
に
没

し
た
と
の
記
述
が
あ
る
点
も
共
通
す
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
両
図
を
別
個
の
も
の
と
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
共
通
の
起
源
を
も
つ
か
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
他
方
の
原
図
と
な
っ
た
と
考

え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
た
上
で
、
古
図
の
絵
画
的
表
現
を
主
と
し
、
康
平
、
寛
治
な
ど
の
作
製
に
か
か
わ
る
年
紀

以
外
の
文
字
記
載
を
副
次
的
な
手
が
か
り
と
し
て
類
型
化
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
六
つ
に
整
理
す
る
こ
と
で
き
た
。
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結
果
的
に
は
六
類
型
中
、
康
平
図
が
二
類
型
（
1
～
H
型
）
、
寛
治
図
が
四
類
型
（
皿
～
W
型
）
で
あ
っ
た
。
康
平
図
と
寛
治
図
が
同
一
類
　
　
　
一

型
中
に
混
在
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
た
だ
し
、
図
1
～
6
と
し
て
掲
げ
た
各
類
型
の
ト
レ
ー
ス
図
か
ら
も
見
て
と
れ
る
よ
う
に
、
寛
治
図
の

一
つ
の
類
型
で
は
、
康
平
図
に
極
め
て
類
似
し
た
絵
画
的
表
現
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
類
型
別
に
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
確
認
し
た
平
安
越
後
古
図
を
ま
と
め
た
の
が
、
論
文
末
に
掲
げ
た
表
1
で
あ
る
。
以
下
、
古
図
の
表
記
内
容

に
つ
い
て
も
説
明
を
行
い
つ
つ
、
各
類
型
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

（
1
）
1
型

　
－
型
と
す
る
の
は
、
現
在
の
蒲
原
平
野
域
に
相
当
す
る
位
置
に
描
か
れ
る
内
湾
に
浮
か
ぶ
島
々
の
数
が
多
く
、
頸
城
郡
沖
に
も
島
々
が
描
か

れ
る
古
図
の
う
ち
、
佐
渡
島
（
佐
渡
国
）
が
描
か
れ
な
い
と
い
う
絵
画
的
特
徴
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
平
安
越
後
古
図
で
は
、
内
湾
沿
い
に
芦
原
が
描
か
れ
る
図
が
多
い
が
、
1
型
に
属
す
る
図
に
は
芦
原
の
描
写
は
存
在
し
な
い
。



　
図
中
に
書
き
込
ま
れ
た
地
名
以
外
の
文
字
情
報
は
全
類
型
中
、
最
少
で
あ
り
、
「
越
後
国
地
図
　
後
冷
泉
天
皇
康
平
庚
子
三
年
調
製
」
の
よ

う
な
図
名
と
作
製
年
の
ほ
か
は
、
全
て
の
平
安
越
後
古
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
寛
治
六
年
の
津
波
に
よ
る
寺
泊
か
ら
先
の
半
島
部
分
の
海
没
に

関
す
る
記
述
の
み
が
み
ら
れ
る
。

（
2
）
H
型

　
こ
の
類
型
の
平
安
越
後
古
図
に
は
、
文
字
表
記
お
よ
び
絵
画
的
表
現
の
両
面
で
、
最
も
多
く
の
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
特
に
図
の
上
部
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
越
後
国
の
境
域
に
か
か
わ
る
記
述
は
、
他
の
類
型
に
は
見
ら
れ
な
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
こ

の
部
分
は
、
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
「
越
後
国
地
図
」
（
写
真
1
・
新
発
田
市
平
山
氏
蔵
）
に
基
づ
い
て
そ
の

記
述
を
示
す
。
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ら

a
　
堺
川
ヲ
以
越
中
界
ト
ス
　
黒
姫
山
妙
高
山
栢
峯
黒
倉
山
ヲ
以
テ
信
濃
界
ト
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
三
国
山
ヲ
以
テ
上
野
信
濃
越
三
ヶ
国
ノ
堺
ト
ス
　
ニ
王
子
ヶ
岳
ヲ
以
テ
奥
陸
出
羽
越
後
三
ヶ
国
ノ
界
ト
ナ
ス

　
中
城
荘
司
力
領
ス
ル
所
方
三
十
里
頸
城
郡
ト
ス
　
松
之
山
力
領
ス
ル
所
方
二
十
里
魚
沼
郡
ト
ス

　
柏
崎
力
領
ス
ル
所
方
二
十
里
山
東
郡
ト
ス
　
栃
尾
力
領
ス
ル
所
方
二
十
里
古
志
郡
ト
ス

　
古
津
力
領
ス
ル
所
方
四
十
里
蒲
原
郡
ト
ス
　
乗
足
力
領
ス
ル
所
方
三
ケ
島
沼
垂
郡
ト
ス

　
関
川
ヨ
リ
北
岩
船
郡
ト
ス

b
　
上
古
ハ
越
前
ヨ
リ
北
ヲ
総
称
シ
テ
越
ノ
国
ト
名
フ
　
国
界
大
ナ
ル
ヲ
以
テ
斉
明
天
皇
御
宇
越
前
越
中
越
後
ノ
三
ヶ
国
二
分
ケ
ラ

　
　
レ
タ
リ
　
大
宝
二
寅
年
三
月
越
中
ノ
国
ノ
内
四
郡
ヲ
分
チ
テ
越
後
国
二
属
ス
　
古
絵
図
二
依
レ
ハ
今
ノ
頸
城
郡
ノ
内
ナ
リ
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和
銅
元
申
年
九
月
越
後
国
二
出
羽
郡
置
カ
ル
　
和
銅
五
子
年
九
月
十
月
ノ
間
二
越
後
国
ノ
内
出
羽
郡
井
二
陸
奥
国
最
上
置
賜
両

郡
ヲ
分
チ
テ
更
二
出
羽
国
ヲ
置
ケ
リ

c
　
寛
治
六
申
年
九
月
大
津
波
ア
リ
テ
西
北
ノ
榎
島
始
メ
孤
島
打
壊
シ
泥
沙
乗
足
島
ノ
東
南
ノ
入
海
二
注
ケ
リ

　
是
ヨ
リ
大
二
国
ノ
形
ヲ
一
変
セ
リ
　
其
ノ
後
二
至
リ
テ
モ
北
海
怒
浪
ノ
為
メ
　
島
尻
追
々
破
壊
セ
シ
バ
明
カ
ナ
リ

　
寛
治
六
壬
申
年
九
月
海
囎
ニ
テ
　
米
浦
ヨ
リ
　
西
北
方
海
ト
ナ
ル
（
堀
川
天
皇
御
宇
後
三
年
役
後
三
年
ナ
リ
）

d
　
別
伝

　
　
寛
治
六
申
年
九
月
寺
泊
ノ
下
ヨ
リ
　
角
田
古
潟
砂
山
飛
山
榎
島
等
大
波
ニ
テ
打
崩
レ
ト
ナ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
是
図
者
堀
川
院
御
宇
　
寛
治
三
年
源
頼
綱
家
臣
三
郎
兵
衛
信
慶
図
ノ
越
後
国
邑
志
二
見
エ
タ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

e
　
天
平
十
五
年
未
年
二
月
佐
渡
島
ヲ
合
セ
越
後
国
ノ
内
二
入
ル

　
年
間
十
年
勝
宝
四
辰
年
十
一
月
分
チ
テ
更
二
佐
渡
国
ト
ス

　
a
は
越
後
国
の
位
置
お
よ
び
越
後
各
郡
の
中
心
と
境
域
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
一
般
的
な
寛
治
図
で
表
題
横
に
記
載
さ
れ
る
も
の
と
同
種

の
記
載
で
あ
る
。
た
だ
し
、
三
国
山
が
上
野
国
、
信
濃
国
と
の
境
と
記
し
て
い
る
点
は
、
H
型
の
出
現
を
考
え
る
上
で
重
要
な
点
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
越
後
管
下
の
郡
に
つ
い
て
の
記
載
で
は
、
他
図
で
は
三
島
郡
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
な
柏
崎
を
中
心
と
し
た
郡
が
山
東
郡
と
表
記
さ
れ



て
い
る
こ
と
が
目
を
ひ
く
。
『
和
名
類
聚
抄
』
に
み
え
る
越
後
国
の
郡
は
、
頸
城
郡
、
三
嶋
郡
、
魚
沼
郡
、
古
志
郡
、
蒲
原
郡
、
岩
船
郡
、
沼

垂
郡
の
七
郡
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
三
島
郡
は
「
ミ
シ
マ
」
と
訓
じ
、
現
在
の
柏
崎
市
と
そ
の
周
辺
地
域
に
相
当
す
る
。
古
代
の
三
島
郡
は
中

世
に
は
刈
羽
郡
と
呼
称
が
変
化
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
中
世
に
古
志
郡
か
ら
分
立
し
た
山
東
／
三
島
（
サ
ン
ト
ウ
）
郡
と
呼

称
さ
れ
る
郡
が
存
在
し
た
が
、
古
代
の
三
島
郡
の
郡
域
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
っ
た
。
柏
崎
を
中
心
と
し
た
郡
を
山
東
郡
と
表
記
す
る
の
は
、

　
　
ミ
シ
マ
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ト
ウ

古
代
三
島
郡
と
中
世
三
島
郡
と
の
混
同
に
基
づ
く
誤
記
で
あ
り
、
H
型
の
図
の
み
で
見
ら
れ
る
。

　
一
方
、
多
く
の
平
安
越
後
古
図
で
大
沼
郡
と
誤
記
さ
れ
る
魚
沼
郡
に
つ
い
て
は
、
正
し
く
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　
b
と
e
は
、
八
世
紀
頃
の
越
後
国
の
境
域
変
化
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
佐
渡
国
は
天
平
一
五
年
（
七
四
三
）
か
ら
天
平
勝
宝
四
年
（
七

五
二
）
の
間
、
越
後
国
に
編
入
さ
れ
て
い
た
。
一
一
世
紀
中
葉
の
状
況
を
示
す
絵
図
と
は
直
接
は
関
係
し
な
い
佐
渡
島
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

の
は
、
越
後
国
の
成
り
立
ち
に
関
す
る
情
報
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
叙
述
は
H
型
以
外
に
は
確
認
で
き
な
い
。
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
c
は
寛
治
六
年
の
津
波
被
害
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
他
類
型
の
図
よ
り
も
、
被
害
の
状
況
が
よ
り
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
と
　
　
一

な
っ
て
い
る
。

　
d
部
分
は
、
寛
治
図
の
一
般
的
な
記
述
を
転
載
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
c
と
内
容
が
一
部
重
複
し
な
が
ら
も
、
そ
の
ま
ま
記
載
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

　
次
に
絵
画
的
表
現
に
か
か
わ
っ
て
記
入
さ
れ
て
い
る
文
字
情
報
に
目
を
転
じ
よ
う
。

　
寺
泊
付
近
か
ら
の
び
る
半
島
部
の
東
の
f
に
は
、

　
　
此
辺
ノ
小
島
ヲ
天
慶
元
戌
年
十
月
津
波
ア
リ
テ
打
壊
セ
リ

と
記
さ
れ
る
。

　
佐
渡
島
が
描
か
れ
る
の
も
H
型
の
特
徴
で
あ
る
。
佐
渡
島
と
の
海
峡
部
9
に
は
、



　
　
マ
　
マ

　
　
三
丁
也
但
し
百
八
十
間

の
よ
う
な
越
後
と
佐
渡
と
の
距
離
が
記
さ
れ
る
。

　
半
島
部
の
東
側
h
に
は
、

　
　
西
南
ノ
孤
島
ト
モ
イ
フ
　
其
数
十
項
ノ
地

と
あ
る
。

　
そ
し
て
、
内
湾
部
i
に
は
、

　
　
白
玉
ノ
ア
ル
所
ハ
皆
芦
原
ナ
リ

と
記
さ
れ
て
い
る
。
芦
原
は
、
管
見
の
限
り
一
点
を
除
い
て
全
て
の
H
型
の
図
に
描
か
れ
て
い
る
。

　
i
の
記
述
は
、
寛
治
図
で
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
f
～
h
に
つ
い
て
は
他
類
型
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
H
型
の
特
徴
は
、
越
後
国
に
は
含
ま
れ
な
い
佐
渡
島
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
絵
図
周
辺
に
記
さ
れ
る
文
字
表
記
が
他
類
型
に
比
べ
て
極
め
　
　
　
一

て
多
く
、
で
き
る
限
り
多
く
の
情
報
を
盛
り
込
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

（
3
）
m
型

　
本
類
型
は
、
寛
治
図
で
あ
る
が
、
絵
画
的
な
描
写
に
関
し
て
康
平
図
と
共
通
性
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
1
型
、
H
型
の
康

平
図
す
べ
て
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
、
①
紫
雲
寺
潟
が
海
へ
と
繋
が
る
か
、
付
近
に
水
路
が
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
3
1
1
）
、
②
妙
高
山

南
の
野
尻
湖
に
当
た
る
位
置
に
池
が
描
か
れ
る
（
写
真
3
1
2
）
、
③
寺
泊
よ
り
日
本
海
に
突
出
す
る
半
島
の
先
端
が
V
型
の
寛
治
図
に
比
べ

て
「
幅
広
」
に
描
か
れ
る
（
写
真
3
－
3
）
と
い
う
三
つ
の
絵
画
的
特
徴
を
備
え
て
い
る
寛
治
図
を
皿
型
と
し
て
設
定
し
た
。

　
こ
の
三
点
を
除
い
た
皿
型
の
絵
画
的
表
現
の
特
徴
は
、
1
型
、
H
型
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
蒲
原
平
野
域
に
描
か
れ
る
島
の
数
は
1

型
、
H
型
の
康
平
図
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
少
な
く
、
寛
治
図
で
あ
る
W
～
W
型
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
1
型
や
皿
型
で
は
頸
城
郡
沖
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懇
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型
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合
に
島
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
皿
型
は
他
の
寛
治
図
の
類
型
と
同
様
に
、
頸
城
郡
沖
合
に
は
島
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
製
作
年
を
寛
治
三
年
と

記
す
こ
と
や
、
郡
の
境
域
記
載
や
寛
治
六
年
の
津
波
に
よ
る
半
島
の
水
没
に
関
す
る
記
載
と
い
っ
た
文
字
表
記
の
面
で
も
、
皿
型
は
圧
倒
的
多

数
の
寛
治
図
が
属
す
る
類
型
で
あ
る
V
型
と
極
め
て
共
通
性
が
高
い
。

　
以
下
、
皿
型
を
は
じ
め
と
す
る
寛
治
図
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
文
字
情
報
に
つ
い
て
、
写
真
2
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
）
で
、
具
体

的
な
記
載
位
置
を
示
し
な
が
ら
、
説
明
し
た
い
。

　
内
題
は
、
絵
図
右
上
に
書
か
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　
内
題
の
下
A
に
は
、

　
　
此
図
者
寛
治
三
年
七
月
源
頼
綱
家
臣
三
郎
兵
衛
信
慶
図
之

　
　
越
后
国
邑
志
二
見
タ
リ
　
　
文
政
十
年
迄
七
百
三
十
九
年
ニ
ナ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
記
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
寛
治
三
年
七
月
が
製
作
年
で
あ
り
、
書
写
年
を
記
し
た
文
政
十
年
の
箇
所
は
天
保
十
四
年
で
あ
っ
た
り
、
明
治
三
十
七
年
で
あ
っ
た
り
、
別

の
年
紀
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
七
百
三
十
九
年
の
箇
所
も
改
め
ら
れ
た
年
紀
に
対
応
し
て
変
更
さ
れ
る
。

　
内
題
の
左
側
B
に
は
、

　
　
正
四
位
下
行
左
馬
頭
鎮
守
府
将
軍
　
源
頼
光
之
商
参
河
守
頼
綱
者
源
三
位
頼
政
之
祖
父
也
　
噸

と
記
さ
れ
る
。
『
国
史
略
』
の
引
用
は
、
筆
者
が
六
点
確
認
し
て
い
る
皿
型
の
う
ち
、
二
点
に
の
み
見
ら
れ
る
記
載
で
あ
る
。
『
国
史
略
』
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2

文
政
九
年
2
八
二
六
）
に
岩
垣
東
園
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
編
年
体
の
歴
史
書
で
あ
る
。

　
次
い
で
C
の
位
置
に
は
、

　
　
堺
川
ヲ
以
越
中
界
ト
ス
　
黒
姫
山
妙
光
山
栢
峯
黒
倉
山
ヲ
以
テ
信
濃
界
ト
ス



　
　
三
国
山
ヲ
以
テ
上
野
信
濃
越
後
三
ヶ
国
ノ
境
ト
ス
　
ニ
王
子
ヶ
嶽
ヲ
奥
陸

　
　
出
羽
越
後
三
ヶ
国
ノ
境
ト
ス

　
　
中
城
庄
司
力
領
ス
ル
所
方
三
十
里
頸
城
郡
ト
ス

　
　
松
埜
山
力
領
ス
ル
所
方
二
十
里
大
沼
郡
ト
ス

　
　
柏
崎
力
領
ス
ル
所
長
二
十
里
三
島
郡
ト
ス

　
　
栃
尾
力
領
ス
ル
所
長
二
十
里
越
郡
ト
ス

　
　
古
津
力
領
ス
ル
所
方
四
十
里

　
　
蒲
原
郡
ト
ス

　
　
乗
足
力
領
ス
ル
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3

　
　
三
島
沼
垂
郡
ト
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
関
川
ヨ
リ
北

　
　
岩
船
郡
ト
ス

と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
越
後
国
と
隣
接
国
と
の
境
界
に
関
す
る
記
述
、
お
よ
び
越
後
国
管
下
の
郡
の
領
域
と
そ
の
中
心
に
関
す
る
記
述
で
あ

る
。　

日
本
海
に
突
き
出
し
た
半
島
部
の
西
側
D
に
は
、

　
　
寛
治
六
年
寺
泊
下
ヨ
リ
角
田

　
　
古
潟
砂
山
飛
山
榎
島
等
大
波
ニ
テ

　
　
打
崩
レ
海
ト
成
ル



と
記
さ
れ
る
。
平
安
越
後
古
図
の
主
題
で
あ
る
災
害
に
関
す
る
地
形
変
化
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
図
左
下
に
は
凡
例
が
あ
り
、
彩
色
は
さ
れ
て
い
な
い
が
葦
原
も
記
号
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
凡
例
の
表
記
は
、
皿
型

の
う
ち
、
『
国
史
略
』
を
引
用
す
る
二
点
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
『
国
史
略
』
か
ら
の
引
用
と
凡
例
の
表
記
が
揃
う
皿
型
の

二
点
の
古
図
は
、
皿
型
の
中
で
も
、
よ
り
近
い
関
係
に
あ
る
図
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
4
）
W
型

　
本
類
型
に
属
す
る
の
は
、
全
体
の
描
写
が
簡
略
化
さ
れ
た
図
で
あ
る
。
特
に
越
後
国
の
西
半
分
の
描
写
が
略
さ
れ
て
い
る
。
本
類
型
の
図
は
、

紫
雲
寺
潟
が
海
に
つ
な
が
る
、
半
島
部
分
が
幅
広
に
描
か
れ
る
と
い
う
ー
～
皿
型
の
絵
画
的
特
徴
を
も
つ
も
の
の
、
野
尻
湖
に
当
た
る
位
置
に

湖
・
池
の
よ
う
な
描
写
は
な
い
。

　
蒲
原
平
野
部
分
に
あ
た
る
水
域
に
描
か
れ
る
島
の
数
は
康
平
図
で
あ
る
1
型
、
H
型
ほ
ど
多
く
な
く
、
皿
型
な
ど
の
寛
治
図
と
ほ
ぼ
同
じ
で
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

（
5
）
V
型

　
V
型
に
分
類
さ
れ
る
の
は
、
皿
型
や
W
型
と
比
較
し
た
場
合
、
紫
雲
寺
潟
が
海
へ
と
繋
が
ら
な
い
、
寺
泊
沖
よ
り
日
本
海
に
突
出
す
る
半
島

の
先
端
部
分
が
後
に
あ
げ
る
皿
型
に
比
べ
て
「
幅
狭
」
に
描
か
れ
る
、
と
い
う
絵
画
的
特
徴
を
有
す
る
寛
治
図
で
あ
る
。
皿
型
と
は
、
さ
ら
に
、

妙
高
山
南
の
野
尻
湖
に
当
た
る
位
置
に
池
が
描
か
れ
な
い
、
と
い
う
点
で
も
相
違
し
て
い
る
。
一
方
で
、
信
濃
川
河
口
の
広
大
な
水
域
に
描
か

れ
る
島
の
数
は
1
型
、
H
型
に
比
べ
て
明
ら
か
に
少
な
く
、
頸
城
郡
沖
合
に
も
島
が
描
か
れ
な
い
。

　
V
型
は
、
文
字
情
報
を
手
が
か
り
と
し
て
、
さ
ら
に
細
か
く
分
類
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
現
段
階
で
は
サ
ン
プ
ル
数
が
十
分
と
は
言

え
な
い
た
め
、
独
立
し
た
類
型
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
は
行
わ
ず
、
分
類
の
手
が
か
り
と
な
り
う
る
特
徴
を
あ
げ
、
関
連
が
深
い
図
群
の
存
在

を
指
摘
す
る
に
留
め
た
い
。



　
ま
ず
、
三
国
山
で
境
界
を
接
す
る
三
ヶ
国
の
表
記
に
注
目
し
た
い
。
表
記
の
細
部
に
異
同
は
あ
る
が
、
上
野
国
、
信
濃
国
と
越
後
国
と
の
境

と
す
る
グ
ル
ー
プ
と
、
上
野
国
、
陸
奥
国
と
越
後
国
と
の
境
と
す
る
グ
ル
ー
プ
に
二
分
で
き
る
。
前
者
に
属
す
る
図
と
し
て
、
表
1
の
整
理
番

号
V
1
1
か
ら
5
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
、
1
～
4
は
、
他
の
図
で
は
「
大
沼
郡
」
と
誤
記
し
て
い
る
の
を
「
魚
沼
郡
」
と
正
し
く
表

記
し
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。

　
ま
た
、
三
国
山
に
つ
い
て
の
記
載
を
全
く
欠
い
て
い
る
V
1
2
9
か
ら
3
4
の
図
群
も
近
い
関
係
に
あ
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
は
、
『
和
漢
年
歴
箋
』
を
引
用
し
て
い
る
V
1
2
7
～
2
9
の
三
枚
の
図
は
、
三
国
山
に
関
し
て
「
陸
奥
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
「
奥

陸
」
と
表
記
し
て
い
る
。
『
和
漢
年
歴
箋
」
は
、
江
戸
後
期
に
出
版
さ
れ
た
歴
史
本
で
あ
り
、
日
本
と
中
国
の
歴
代
の
支
配
者
名
、
天
文
や
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3

理
に
関
す
る
情
報
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
『
和
漢
年
歴
箋
』
を
出
典
と
し
て
引
用
す
る
三
つ
の
図
は
、
近
い
関
係
の
図
で
あ
る
と
判
断

で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5

（
6
）
w
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
W
型
に
属
す
る
も
の
は
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
の
狩
野
文
庫
中
の
、
「
往
昔
越
後
図
」
一
点
の
み
で
あ
る
。

　
本
図
は
四
帖
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
越
後
国
往
古
絵
図
」
の
一
帖
で
、
「
文
亀
三
年
越
後
蒲
原
郡
寄
居
町
図
」
「
寛
文
二
壬
辰
年
新
潟
図
」
「
天

正
十
六
年
上
杉
従
三
位
中
納
言
景
勝
領
越
後
国
蒲
原
郡
船
江
津
　
在
明
濱
新
潟
図
」
の
題
名
を
も
つ
他
の
三
枚
と
あ
わ
せ
て
通
覧
す
る
こ
と
で

新
潟
町
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
複
数
の
時
の
断
面
を
示
す
絵
図
を
集
成
す
る
こ
と
で
当
該
地
域
の
景
観

変
化
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
歴
史
地
図
帳
的
な
構
成
は
、
浪
速
古
図
の
よ
う
な
、
創
作
時
期
が
先
行
す
る
古
図
に
も
み
ら
れ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
狩
野
文
庫
蔵
の
「
越
後
国
往
古
絵
図
」
に
含
ま
れ
る
絵
図
の
一
枚
と
し
て
寛
治
図
が
採
用
さ
れ
た

こ
と
は
、
平
安
越
後
古
図
に
つ
い
て
の
と
ら
え
方
に
お
い
て
、
大
き
な
画
期
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
本
図
は
、
そ
の
絵
画
的
な
描
写
に
お
い
て
も
一
般
的
な
寛
治
図
と
大
き
く
異
な
っ
た
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
V
型
を
も
と
に
し
て
い
る



と
考
え
ら
れ
る
が
、
描
か
れ
る
山
の
数
が
か
な
り
少
な
い
ほ
か
、
郡
界
が
赤
線
、
郡
の
中
心
が
■
で
示
さ
れ
る
な
ど
、
地
図
記
号
の
採
用
が
他

の
古
図
に
比
べ
て
進
ん
で
い
る
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
平
安
越
後
古
図
の
変
容
を
考
え
る
上
で
本
図
は
重
要
で
あ
り
、
本
類
型
に
該
当
す
る
古
図
は
一
点
の
み
で
は
あ
る
が
、
類
型
と

し
て
設
定
し
た
。

皿
　
平
安
越
後
古
図
の
出
現
と
流
布

　
前
章
で
は
類
型
ご
と
に
特
徴
を
論
じ
て
き
た
。
本
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
設
定
し
た
六
つ
の
類
型
間
の
系
譜
関

係
を
推
定
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6

（
1
）
平
安
越
後
古
図
の
書
写
．
刊
行
の
状
況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
改
め
て
論
文
末
の
表
1
を
見
た
い
。
確
認
点
数
は
W
型
が
最
少
で
、
つ
い
で
W
型
、
H
型
、
皿
型
、
1
型
、
V
型
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
康

平
図
と
寛
治
図
と
い
う
区
分
で
比
較
を
行
う
な
ら
ば
、
康
平
図
が
圧
倒
的
に
少
な
い
。

　
次
に
書
写
年
の
初
出
を
見
て
い
き
た
い
。

　
1
型
で
は
書
写
年
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
年
紀
記
載
が
存
在
す
る
こ
と
が
少
な
い
。
管
見
の
限
り
最
も
古
い
の
は
明
治
七
年
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5

こ
れ
は
絵
図
を
入
手
し
た
年
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
絵
図
自
体
の
書
写
時
期
を
記
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
1
型
の
図
は
温
古
談
話
会
が
明
治
二
五
年
に
発
行
し
た
印
刷
図
を
書
写
し
た
図
が
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に

つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
新
潟
県
内
に
所
蔵
が
固
ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。

　
H
型
の
書
写
年
は
、
大
正
期
お
よ
び
昭
和
初
期
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
H
型
は
新
潟
県
内
に
の
み
で
遺
存
を
確
認
し
て
い



る
が
、
新
潟
市
立
新
津
図
書
館
蔵
の
H
型
の
図
に
は
、
本
図
の
元
図
が
魚
沼
郡
の
某
寺
院
に
あ
っ
た
絵
図
を
元
と
し
て
い
る
と
い
う
記
載
が
あ

1
6

る
。
以
上
か
ら
考
え
て
、
H
型
は
越
後
国
外
ま
で
は
流
布
し
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

　
皿
型
は
、
寛
治
図
の
題
下
部
分
に
定
型
と
し
て
記
載
さ
れ
る
「
文
政
十
年
」
を
除
く
と
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
が
最
古
と
な
る
。
皿
型
は

現
在
、
新
潟
県
外
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
図
が
多
い
が
、
作
製
自
体
は
越
後
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
図
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7

　
W
型
に
は
、
寛
政
＝
一
年
（
一
八
〇
〇
）
作
製
と
記
さ
れ
た
図
が
含
ま
れ
る
が
、
内
容
的
に
後
代
の
創
作
図
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
地
誌
書
『
越
後
土
産
』
所
収
の
「
往
昔
越
後
略
図
」
を
本
類
型
の
最
古
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
は
平
安
越
後
古
図
で
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
絵
図
で
あ
り
、
他
の
類
型
の
絵
図
よ
り
も
早
い
段
階
か
ら
、
よ
り
多
く
の
人
々
の
目
に

触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
V
型
は
、
寛
治
図
の
題
下
部
分
に
定
型
的
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
文
政
十
年
」
と
い
う
書
写
年
を
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
書
き
換
え
た
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7

図
が
最
古
で
あ
る
。
V
型
も
新
潟
県
内
で
書
写
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
新
発
田
藩
士
と
し
て
江
戸
の
松
崎
像
堂
に
学
ん
だ
人
物
で
あ
り
、
新
発
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ム

田
城
下
で
私
塾
を
営
ん
で
い
た
丹
羽
思
亭
や
新
発
田
藩
領
の
村
々
の
名
主
職
を
勤
め
た
小
泉
蒼
軒
な
ど
、
新
発
田
藩
に
所
縁
の
あ
る
人
物
が
極

め
て
類
似
す
る
絵
図
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
発
田
の
街
や
そ
の
近
傍
に
お
け
る
同
好
の
士
の
交
流
を
媒
介
と
し
て
絵
図
を
書
写
す
る
機

会
を
得
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
、
V
型
で
あ
る
上
越
市
立
高
田
図
書
館
蔵
の
寛
治
図
は
江
戸
在
住
の
黒
川
春
村
の
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1

本
を
信
濃
善
光
寺
在
住
の
岩
下
貞
融
が
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
黒
川
春
村
が
書
写
し
た
V
型
の
寛
治
図
は
、
香
川
県
に
あ
る
多
和
文
庫
蔵
の
寛

治
図
の
元
図
と
も
な
っ
て
お
り
、
寛
治
図
が
手
写
に
よ
っ
て
越
後
に
と
ど
ま
ら
ず
遠
隔
地
ま
で
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2

　
ま
た
、
村
上
出
身
の
近
藤
虎
五
郎
が
明
治
十
五
年
に
東
京
帝
国
大
学
の
図
書
館
に
て
寛
治
図
を
書
写
し
て
い
る
事
例
の
よ
う
に
、
越
後
在
住

者
・
出
身
者
が
越
後
に
関
す
る
絵
図
を
、
越
後
で
は
な
く
他
所
で
写
す
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
越
後
古
図
が
、
（
明
治
期
に
至
っ

て
も
）
越
後
で
広
く
流
布
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
限
ら
れ
た
人
々
し
か
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。



　
W
型
は
一
点
の
み
で
あ
る
が
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
と
い
う
平
安
越
後
古
図
全
体
で
見
て
も
比
較
的
古
い
書
写
年
を
も
っ
て
い
る
こ
と

は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
論
点
を
三
つ
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
目
は
康
平
図
の
遺
存
数
が
寛
治
図
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と
、
二
つ
目
は
康
平

図
の
書
写
年
の
初
出
も
寛
治
図
の
m
～
W
型
が
江
戸
後
期
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
康
平
図
の
1
型
は
明
治
期
、
皿
型
は
大
正
・
昭
和
初
期
で
あ

る
こ
と
、
三
点
目
は
、
V
型
を
中
心
と
す
る
寛
治
図
が
康
平
図
に
比
べ
て
、
広
域
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
資
料
と
し
て

の
平
安
越
後
古
図
の
性
格
を
基
礎
づ
け
て
い
く
上
で
重
要
な
知
見
で
あ
り
、
次
節
で
の
類
型
問
の
関
係
を
推
定
す
る
上
で
の
重
要
な
根
拠
と
な

る
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
類
型
間
の
関
係

　
康
平
図
と
寛
治
図
は
、
共
通
の
起
源
を
も
つ
か
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
原
図
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
描
写
様
式
は
近
似
し
て
い
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8

た
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
康
平
図
は
寛
治
図
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
確
認
点
数
が
少
な
か
っ
た
上
、
書
写
年
も
寛
治
図
よ
り
新
し
い
傾
向
に
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3

あ
っ
た
。
文
政
の
末
年
頃
に
古
図
が
越
後
国
内
諸
方
で
出
回
っ
て
い
た
こ
と
を
小
泉
蒼
軒
が
記
し
て
い
る
が
、
小
泉
蒼
軒
の
蔵
書
中
に
残
さ
れ

て
い
る
の
も
V
型
の
寛
治
図
で
あ
る
。
ま
た
、
『
北
越
雪
譜
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
鈴
木
牧
之
が
入
手
し
た
の
も
V
型
の
寛
治
図
で

あ
っ
た
。
よ
っ
て
寛
治
図
が
先
に
創
作
さ
れ
、
そ
れ
を
元
に
康
平
図
が
よ
り
新
し
い
時
期
に
創
作
さ
れ
た
と
い
う
関
係
が
想
定
で
き
る
。
康
平

図
の
確
認
数
が
少
な
い
の
は
、
康
平
図
自
体
が
あ
ま
り
流
布
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
流
れ
は
、
既
往
研
究
が
平
安
越
後
古
図
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
地
名
に
注
目
し
て
、
康
平
図
に
は
長
岡
の
よ
う
に
平
安
期
に
存
在
し
た

か
、
存
在
し
て
も
有
力
で
な
か
っ
た
地
名
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
寛
治
図
の
弱
点
を
克
服
し
た
も
の
と
し
て
後
代
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
2
4

か
ら
作
製
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
こ
と
と
も
合
致
す
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
想
定
に
立
脚
す
る
な
ら
ば
、
寛
治
図
と
康
平
図
の
中
間
的
な
絵
画
的
な
描
写
を
も
つ
皿
型
が
、
寛
治
図
を
も
と
に
康
平
図
を



作
製
す
る
際
に
元
図
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
寛
治
図
か
ら
康
平
図
が
創
出
さ
れ
る
過
程
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
重

要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　
そ
れ
で
は
、
寛
治
図
の
祖
型
に
一
番
近
い
の
は
、
ど
の
類
型
だ
ろ
う
か
。
W
型
は
m
型
の
派
生
、
W
型
は
V
型
の
派
生
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
皿
型
か
V
型
の
い
ず
れ
か
が
寛
治
図
の
祖
型
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
皿
型
の
書
写
年
の
最
も
古
い
の
は
、
文
政
一
〇
年
を
除
け

ば
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
と
な
っ
て
い
る
。
対
し
て
、
V
型
の
文
政
一
〇
年
を
除
い
た
場
合
の
最
古
の
書
写
年
は
天
保
七
年
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
V
型
の
方
が
、
皿
型
よ
り
も
先
行
す
る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

　
V
型
か
ら
皿
型
へ
の
推
移
を
想
定
す
る
場
合
、
重
要
と
な
る
の
が
、
V
型
の
う
ち
、
三
国
山
を
上
野
と
信
濃
と
の
境
界
の
山
と
す
る
絵
図
群

で
あ
る
。
特
に
、
V
－
1
～
4
は
、
大
沼
郡
を
魚
沼
郡
と
表
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
V
－
5
は
大
沼
郡
の
表
記
と
な
っ
て
い
る
上
、
文
政

一
〇
年
の
書
写
年
記
載
の
ま
ま
で
あ
り
、
皿
型
の
文
字
表
記
と
の
共
通
性
が
最
も
高
い
。
現
状
で
は
鈴
木
牧
之
記
念
館
の
図
あ
る
い
は
そ
れ
に
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9

近
い
図
が
、
皿
型
の
祖
型
と
な
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
つ
い
で
康
平
図
で
あ
る
1
型
と
H
型
の
先
後
だ
が
、
出
現
年
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
遅
く
と
も
明
治
七
年
以
前
に
1
型
が
先
に
存
在
し
て
い

る
の
で
、
1
型
を
元
に
H
型
が
明
治
末
期
頃
に
作
製
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
1
型
は
、
皿
型
を
元
と
し
て
、
蒲
原
平
野
部
の
内
湾
に
数
多
く
の
島
を
描
く
一
方
で
、
文
字
情
報
を
大
幅
に
省
略
し
、
寛
治
図

中
の
歴
史
的
に
見
て
平
安
期
の
存
在
が
疑
わ
し
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
地
名
を
無
く
し
、
さ
ら
に
紫
雲
寺
潟
を
塩
津
潟
と
表
記
す
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
し
て
H
型
は
、
絵
画
的
描
写
に
関
し
て
は
1
型
を
踏
襲
し
た
上
で
佐
渡
島
を
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
問
に
は
大
き
な
変
化
は

存
在
し
て
い
な
い
。
1
型
と
H
型
と
の
問
の
大
き
な
違
い
は
、
絵
図
周
辺
部
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
古
代
越
後
に
関
係
す
る
様
々
な
文
字
情
報

の
部
分
に
あ
る
。



　
H
型
の
康
平
図
は
、
寛
治
図
の
郡
域
表
記
を
取
り
込
ん
だ
ほ
か
、
他
の
平
安
越
後
古
図
の
類
型
に
は
見
ら
れ
な
い
越
後
国
の
境
域
変
化
に
関

す
る
文
字
情
報
な
ど
を
追
加
し
て
お
り
、
H
型
を
作
り
出
し
た
人
物
は
1
型
の
康
平
図
以
外
に
も
寛
治
図
や
越
後
に
関
す
る
歴
史
書
を
参
照
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
報
の
追
加
と
い
う
行
為
自
体
は
、
『
国
史
略
』
を
引
用
す
る
皿
型
の
一
部
の
図
や
『
和
漢
年
歴
箋
』

を
引
用
す
る
V
型
の
一
部
な
ど
、
寛
治
図
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
H
型
で
追
加
さ
れ
た
情
報
は
大
量
で
あ
り
、
そ

の
点
に
H
型
の
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
H
型
で
は
、
寛
治
図
に
見
ら
れ
る
越
後
管
下
の
郡
名
に
つ
い
て
、
大
沼
郡
で
は
な
く
魚
沼
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

図
　
　
　
　

隈
ー
　
　
　
瓠
　
　
　
　
す
え
す
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型
V

騨
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瀦
け
魚
潔
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後
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と
正
し
く
表
記
し
て
い
る
こ
と
、
三
島
郡
で
は
な
く
山
東
郡
と
古
代
の
図
と
し
て
は
不
自
然
な
表
記
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
V
型
の
一

部
の
図
の
文
字
情
報
を
転
記
し
た
可
能
性
や
、
あ
る
い
は
魚
沼
地
域
で
H
型
が
作
り
出
さ
れ
た
た
め
、
正
確
な
知
識
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
可

能
性
も
あ
ろ
う
。

　
以
上
を
踏
ま
え
て
、
平
安
越
後
古
図
の
系
譜
関
係
を
図
化
し
た
も
の
が
、
図
7
で
あ
る
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
V
型
中
に
は
、
よ
り
近
し

い
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
図
群
が
存
在
す
る
が
、
本
図
で
は
、
他
の
類
型
を
作
り
出
す
際
に
元
と
な
っ
た
か
、
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が

あ
る
も
の
の
み
を
表
現
し
て
い
る
。
今
後
、
平
安
越
後
古
図
の
調
査
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
精
緻
な
系
譜
関
係
を
析
出
し
て
い
く

こ
と
が
可
能
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
が
、
現
段
階
で
は
、
図
7
を
試
案
と
し
て
提
示
す
る
に
留
め
て
お
き
た
い
。

（
3
）
表
題
に
み
る
平
安
越
後
古
図
の
変
質

　
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
想
定
し
た
上
で
、
改
め
て
絵
図
の
表
題
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
興
味
深
い
変
化
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
祖
型
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1

と
し
て
想
定
し
た
V
型
の
表
題
は
、
「
往
昔
越
後
国
之
図
」
が
一
般
的
で
あ
り
、
V
型
か
ら
派
生
し
た
皿
型
、
皿
型
か
ら
派
生
し
た
W
型
も
若
　
　
　
一

干
の
相
違
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
往
昔
」
「
古
図
」
な
ど
の
、
或
る
時
点
か
ら
過
去
を
見
る
と
い
う
視
線
を
暗
示
す
る
表
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、
1
型
は
懐
古
図
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
「
越
後
国
古
図
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
と
、
そ
の
よ
う
な
要
素
を
一
切
排
除
す
る
「
越

後
国
之
全
図
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
と
が
混
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
H
型
の
表
題
は
全
て
「
越
後
国
地
図
」
と
な
っ
て
お
り
、
懐
古
図
と
し
て

の
要
素
を
完
全
に
排
除
し
て
い
る
。
一
連
の
推
移
は
、
表
題
の
点
で
も
、
平
安
越
後
古
図
が
復
原
図
、
懐
古
図
と
し
て
の
色
彩
を
減
じ
、
「
真

正
性
」
を
獲
得
し
つ
つ
あ
る
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
寛
治
図
か
ら
康
平
図
へ
と
転
化
し
て
い
く
過
程
で
、
そ
の
表

現
内
容
の
精
緻
化
が
進
め
ら
れ
、
不
確
か
な
部
分
が
克
服
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
、
「
本
物
ら
し
さ
」
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
と
軌
を
一
に
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。



W
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
従
来
、
康
平
図
、
寛
治
図
と
い
う
作
製
年
ご
と
に
議
論
さ
れ
て
き
た
平
安
越
後
古
図
に
つ
い
て
、
従
来
よ
り
も
細
分
化
さ
れ
た

類
型
の
存
在
を
、
多
数
の
平
安
越
後
古
図
の
閲
覧
成
果
に
基
づ
い
て
指
摘
し
、
類
型
間
の
系
譜
関
係
に
つ
い
て
見
通
し
を
示
し
た
。

　
ま
た
、
い
く
つ
か
の
平
安
越
後
古
図
を
取
り
上
げ
て
、
ど
の
よ
う
な
経
路
を
と
っ
て
絵
図
が
流
布
し
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
言
及
し
、

近
世
後
期
か
ら
近
代
期
の
越
後
に
お
け
る
知
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
端
を
望
見
し
た
。

　
第
－
章
で
も
論
じ
た
と
お
り
、
本
稿
は
、
古
図
と
呼
ば
れ
る
資
料
の
評
価
を
再
考
し
、
古
図
を
「
作
り
出
す
」
背
後
に
存
在
し
て
い
た
歴
史

地
理
的
な
想
像
力
に
迫
る
た
め
の
準
備
作
業
と
し
て
、
平
安
越
後
古
図
の
類
型
化
と
そ
の
系
譜
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
初
の
目
論
見
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
た
と
考
え
る
。
け
れ
ど
も
、
平
安
越
後
古
図
に
お
い
て
、
寺
泊
か
ら
半
島
が
日
本
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2

海
に
突
き
出
す
一
方
、
信
濃
川
下
流
部
の
蒲
原
平
野
が
水
域
と
し
て
表
現
さ
れ
る
と
い
う
描
写
の
背
後
に
あ
る
歴
史
地
理
的
な
想
像
力
に
つ
い
　
　
一

て
論
及
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

1
　
金
塚
友
之
丞
「
康
平
寛
治
図
偽
作
論
へ
上
）
」
「
高
志
路
』
六
　
一
九
三
五
、
同
「
康
平
寛
治
図
偽
作
論
（
中
こ
『
高
志
路
』
七
　
一
九
三
五
、
同
「
康

　
平
寛
治
図
偽
作
論
（
下
）
」
『
高
志
路
』
八
　
一
九
三
五
、
同
「
的
場
山
（
康
平
寛
治
図
偽
作
論
補
遺
）
」
『
高
志
路
』
九
　
一
九
三
五
、
同
「
大
木
先
生
の

　
学
説
動
向
」
『
高
志
路
』
一
二
　
一
九
三
五
、
同
「
大
木
先
生
の
貝
塚
論
を
読
む
」
『
高
志
路
』
一
四
　
一
九
三
六

2
　
櫃
根
勇
『
越
後
平
野
の
1
0
0
0
年
』
新
潟
日
報
事
業
社
　
一
九
八
五
　
な
ど

3
　
上
杉
和
央
「
近
世
に
お
け
る
浪
速
古
図
の
作
製
と
受
容
」
『
史
林
』
八
五
－
二
　
二
〇
〇
．
一

4
　
瀬
田
勝
哉
「
「
伏
見
占
図
」
の
呪
縛
」
『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
三
一
－
三
　
二
〇
〇
〇

5
　
米
家
泰
作
「
歴
史
と
場
所
－
過
去
認
識
の
歴
史
地
理
学
1
」
『
史
林
』
八
八
－
一
　
二
〇
〇
五

6
　
拙
稿
『
明
治
中
期
の
新
潟
県
郷
土
雑
誌
と
越
後
古
図
」
『
資
料
学
研
究
』
五
　
二
〇
〇
八
］
で
は
、
康
平
図
が
広
く
周
知
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
明
治



中
期
に
新
潟
で
発
行
さ
れ
た
『
温
古
の
栞
』
三
四
篇
号
外
の
「
越
後
国
之
古
図
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
、
大
正
期
の
郷
土
研
究
書
、
お
よ
び

　
昭
和
初
期
の
越
後
古
図
を
め
ぐ
る
論
争
に
お
い
て
不
可
分
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
康
平
図
と
寛
治
図
と
い
う
二
枚
の
越
後
古
図
の
組
み
合
わ
せ

　
は
、
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
く
、
温
古
談
話
会
に
よ
っ
て
、
康
平
図
が
大
々
的
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
重
要
な
契
機
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。

7
　
前
掲
1
、
大
木
金
平
「
康
平
寛
治
図
は
果
し
て
偽
作
な
る
か
（
＝
」
『
高
志
路
』
一
一
　
一
九
三
五
、
同
「
康
平
寛
治
図
は
果
し
て
偽
作
な
る
か
（
二
こ

　
『
高
志
路
』
＝
一
　
一
九
三
五
、
『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
　
七
』
新
潟
県
　
一
九
三
七
な
ど

8
　
服
部
昌
之
「
資
料
一
難
波
古
図
目
録
」
『
人
文
研
究
』
四
一
ー
八
　
一
九
八
九

9
　
堀
　
健
彦
編
『
平
安
越
後
古
図
集
成
』
新
潟
大
学
大
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
資
料
叢
刊
皿
　
二
〇
〇
八

1
0
@
『
浅
層
地
質
歴
史
学
の
創
造
』
平
成
一
六
年
度
新
潟
大
学
学
長
裁
量
経
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
　
研
究
成
果
報
告
書
　
二
〇
〇
五
、
『
高
志
の
城
柵
の
総

合
的
研
究
調
査
成
果
報
告
書
』
平
成
一
七
年
度
新
潟
大
学
人
文
社
会
・
教
育
科
学
系
長
裁
量
経
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
　
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
六

　
の
よ
う
な
報
告
書
の
巾
で
、
平
安
越
後
古
図
の
類
型
を
設
定
し
、
系
譜
関
係
を
提
示
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
部
は
す
で
に
前
掲
6
の
拙
稿
で
論
じ

　
て
い
る
が
、
本
稿
は
報
告
書
で
中
心
と
し
て
取
り
上
げ
た
類
型
化
と
系
譜
関
係
の
推
定
案
に
つ
い
て
修
正
を
加
え
た
上
で
、
発
展
的
に
論
じ
た
も
の
で
あ
　
　
　
一

　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3

1
1
@
佐
渡
島
が
描
か
れ
る
寛
治
図
も
存
在
す
る
が
、
数
は
多
く
な
い
上
、
比
較
的
新
し
い
時
期
に
写
さ
れ
た
図
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

1
2@
『
国
史
略
』
は
、
神
代
か
ら
天
正
一
六
年
の
後
陽
成
天
皇
の
聚
楽
第
行
幸
ま
で
を
漢
文
で
記
し
た
歴
史
書
で
あ
り
、
明
治
期
に
入
っ
て
も
出
版
さ
れ
て
い

　
た
。

1
3
@
『
和
漢
年
歴
箋
』
は
改
訂
増
補
が
行
わ
れ
、
明
治
期
に
人
っ
て
も
出
版
さ
れ
る
な
ど
、
好
評
を
博
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

1
4
@
浪
速
古
図
は
、
複
数
枚
の
古
図
を
セ
ッ
ト
と
し
て
出
版
し
て
い
る
も
の
も
多
い
こ
と
が
、
前
掲
3
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
越
後
古
図
に
つ

　
い
て
も
、
複
数
枚
の
絵
図
を
通
覧
す
る
こ
と
で
、
景
観
変
化
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
企
図
の
も
と
、
明
治
期
に
郷
土
雑
誌
の
付
録
と
し
て
絵
図
が

　
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
前
掲
6
で
は
明
ら
か
に
し
た
。

1
5@
前
掲
9
　
一
頁

1
6

O
掲
9
　
二
頁

1
7
@
作
製
年
が
天
喜
年
間
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
こ
と
は
難
し
い
。
伝
来
の
状
況
、
絵
画
的
表
現
の
特
徴
な
ど
を
勘
案
し
て
、
『
越
後

　
土
産
』
に
お
さ
め
ら
れ
た
古
図
の
影
響
下
で
創
作
さ
れ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
。
同
資
料
の
所
蔵
者
宅
に
は
、
同
一
時
期
の
創
作
と
考
え
ら
れ

　
る
文
治
年
間
の
村
絵
図
が
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
過
去
に
対
し
て
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
人
物
の
存
在
が
想
定
で
き
よ
う
。



1
8
@
『
越
後
土
産
』
を
編
纂
し
た
紀
興
之
に
つ
い
て
は
、
帆
刈
喜
久
男
「
『
越
後
土
産
』
の
編
者
紀
興
之
に
つ
い
て
」
『
越
佐
研
究
』
五
六
　
一
九
九
九
が
詳
し

　
い
。
紀
興
之
の
他
の
著
作
と
し
て
、
『
新
撰
越
後
国
年
代
記
』
が
あ
る
。
『
新
撰
越
後
国
年
代
記
』
に
は
、
矢
田
俊
文
・
相
沢
央
編
『
新
撰
越
後
国
年
代
記
』

　
新
潟
大
学
大
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
叢
刊
W
の
解
題
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
災
害
に
関
す
る
記
録
が
多
く
採
録
さ
れ
て
い
る
。
寛
治
六
年
に
は
「
寺

　
尾
泊
酌
糊
　
沖
．
リ
大
津
波
に
て
、
角
田
・
古
潟
・
砂
山
・
飛
島
・
榎
島
・
蒲
原
島
・
松
島
・
沼
垂
等
打
崩
し
海
と
な
る
」
と
あ
り
、
紀
興
之
が
省
略
型
の
W

　
類
型
で
は
な
い
平
安
越
後
古
図
を
見
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

1
9
@
丹
羽
思
亭
に
つ
い
て
は
、
井
上
慶
隆
「
越
後
古
国
府
の
所
在
と
丹
羽
思
亭
の
学
問
」
『
越
佐
研
究
』
五
六
　
一
九
九
九
が
詳
し
い
。

2
0
@
小
泉
蒼
軒
は
、
未
完
の
地
誌
書
『
越
後
志
』
の
ほ
か
、
多
数
の
地
理
、
歴
史
、
民
俗
関
係
の
著
作
を
残
し
た
人
物
で
あ
る
。
特
に
、
そ
の
日
記
は
、
江

　
戸
後
期
の
越
後
の
状
況
を
知
る
上
で
好
古
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

2
1
O
掲
9
三
二
～
三
三
頁

2
2@
前
掲
9
　
六
六
～
六
七
頁

2
3
@
村
島
靖
雄
「
寛
治
偽
図
の
作
者
と
製
作
年
代
」
『
高
志
路
』
四
　
一
九
三
五

2
4@
『 V
潟
市
史
』
新
潟
市
役
所
　
一
九
三
四
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4

本
稿
は
、
平
成
一
二
～
一
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
　
基
盤
（
A
）
1
2
、
平
成
一
六
年
度
新
潟
大
学
学
長
裁
量
経
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
、
平
成
一
七
年
度
新
潟
大
学
人
文
社
会
・
教
育
科
学
系
長
裁
量
経
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
（
以
上
、
す
べ
て
代
表
小
林
昌
二
）
に
よ
る
成

果
の
一
部
で
あ
る
。
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